
                

令和６年度 第２回福岡地区海浜事故防止推進委員会 

 

会議次第 

 

１ 開会の辞 

２ 出席者紹介 

３ 会長挨拶 

４ 議事 

（１）海浜事故発生状況について 

（２）各自治体等における海浜事故事例等及び海浜事故防止対策等

について 

（３）海水浴場等における安全管理体制の事例紹介について 

（４）その他（連絡事項）   

５ 閉会の辞 
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令和６年度 

第２回福岡地区海浜事故防止推進委員会 

会議資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年９月２６日（木） 

福岡港湾合同庁舎６階会議室 

令和５年の離岸流事故を受けて設置された遊泳者への注意喚起看板（糸島市 大口海岸） 
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議 事 １

海浜事故発生状況について
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令 和 ６ 年 ９ 月 ２ ６ 日 

福 岡 海 上 保 安 部 

 

  令和６年度夏季期間における 

福岡地区海浜事故発生状況について 
     ～船舶・人身とも昨年より減少～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  夏季安全推進活動期間（7/16～8/31）に発生した海難 

（福岡海上保安部管内） 

 

船
舶
海
難(
隻)

 

区分 令和６年度 前年比 

 

人
身
海
難(

人)
 

区分 令和６年度 前年比 

衝突 ０ －４ 海中転落 ０ －１ 

単独衝突 １ ＋１ 負傷 １ ±０ 

乗揚 ２ ＋２ 溺水 1(うち死亡 1) －２ 

浸水 １ ＋１ 帰還不能 2(うち死亡 1) －４ 

運航不能 ０ －２ 自殺 ２ －２ 

合計 ４ －２ 合計 ６ －９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 7 月 16 日から 8 月 31 日までの間（速報値） 

 船舶事故４隻！➡ うち、プレジャーボートの事故が３隻発生!! 

 

 人身事故６人！➡ うち、マリンレジャーに伴う事故が３人発生!!  

（うち遊泳中２人、トーイング遊具中１人）         （詳しくは主な事故事例へ） 
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（１）傾向  

      令和６年の期間中の船舶事故隻数は４隻で、昨年度の同期間中と比較して２隻減と 

なっています。船舶種類別にみると、プレジャーボートが３隻（７５％）と最も多く、 

過去５年間の発生状況を見ても、プレジャーボートの海難が多く発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事故事例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）対策及び課題  

７月から８月にかけて、船を錨泊した後、食事等のために離船している間に潮が引 

き、船が乗揚げる事故が頻発しており、また、浅瀬への乗揚げ等、事前に海図や潮汐 

表等で情報収集を行っていれば防げた事故が多く発生しました。 

これらの事故について、小型船舶の操縦免許更新講習に併せた講習や、管内マリー 

  ナ等において啓発リーフレットを活用し、出港前の情報収集や発航前の検査の重要性 

等について啓発活動を行いました。 

プレジャーボート, 

3隻, 75%

貨物船, 1隻, 

17%

令和６年 

船舶事故 

４隻 

１．期間中の船舶事故発生状況（船舶種類別） 
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過去5年間の発生状況
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事故概要：５名乗組みのクルーザーヨットが、福岡市西区のうしろ浜に到着し、砂浜でバーべ 
キューを行った後、出港するために砂浜に係留していたヨットに戻ると、潮が引い 
ており、ヨットが砂浜に完全に乗揚げてしまい、引き出すことができなくなりました。ヨ 
ットは、その後、所属するヨットハーバーの救助艇により引き出し救助されました。 
 

事例１：ヨットの砂浜への乗揚 

事故概要：福岡市東区志賀島北方沖で、釣りを終えて帰港中のプレジャーボート（７名乗組み） 
が、浅瀬（岩）に乗揚げました。乗揚げたプレジャーボートは、巡視艇により引き出し 
救助され、乗船者に怪我等はなく、油等の流出もありませんでした。 

事例２：プレジャーボートの浅瀬への乗揚げ 

9 
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 このような離船中に潮汐や風浪の影響による乗揚げや浸水する事故は、夏季に多く 

発生しており、発生場所については、船を錨泊して上陸できる砂浜があり、かつ、近 

くに飲食できる店舗等がある福岡市西区の大原海水浴場から糸島市西側沿岸にかけ

て多く発生しています。 

 今後の取り組みとして、夏季の海浜パトロール時における遊泳客への啓発にあわせ、 

これらの船舶に対しても、注意喚起や指導を行う必要があると考えます。 

 また、ホームページ等により広く多くの利用者へ注意喚起を行うことも効果的な啓 

発になるものと考えます。 

 

 

          啓発用リーフレット（指導時に使用） 
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（１）傾向  

      令和６年の同期間中の人身事故は、６人と昨年度の同期間中と比較して９人減少 

  しました。このうちマリンレジャーに伴う海難は３人発生しており、活動内容別では、 

遊泳中が３人（５０％）と最も多く、過去５年間の発生状況を見ても遊泳中の事故が 

多く発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事故事例  

 

 

 

 

 

               事故者が乗っていたバナナボート          

遊泳中, 

3人, 50%

トーイング遊具中, 1人, 17%

自殺, 2人,

33% 令和６年 

人身事故 

６人 

２．期間中の人身事故発生状況（活動内容別） 
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令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年

過去５年間の発生状況

遊泳中 SUP中 水上オートバイ中

サーフィン中 ウェイクボード中 釣り中

トーイング遊具中 自殺 その他

（人） 

16 

13 

8 

15 

事故概要：水上オートバイに曳かれたバナナボート（７名乗組み）から男性１名が転落し、顔面 
を海面に強打し負傷しました。男性は、搬送先の病院で、右側頭蓋骨骨折等、全治 
１０日と診断され、入院加療となりました。 

 

事例１：バナナボートから転落し負傷（トーイング遊具中） 
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               事 故 者 が 使 用 し て い た 大 型 浮 体 遊 具 （ フ ロ ー ト ）   

 

児童２名が乗っていた大型浮体遊具（フロート） 

 

（３）対策及び課題  

今夏は、マリンレジャー活動中の事故として、水上オートバイに曳かれたバナナボ 

ートから乗客が転落し負傷する事故や、海水浴場で大型浮体遊具を使用中に風浪によ 

り沖合に流され帰還不能となる事故が発生しました。 

これらの事故を受けて、バナナボートを運航する事業者や、水上オートバイをレン 

タルするマリーナ等を訪問し、安全対策について確認、指導を実施したほか、マリン 

レジャーを安全に楽しむための基本的事項を掲載したウォーターセーフティガイド 

を活用した啓発活動を実施しました。 

 また、海水浴場における各機関との合同パトロールや、毎週末の海浜パトロールを 

行い、特に、「子どもから目を離さない」「風の強い日は大型浮体遊具（フロート） 

を使用しない」等、遊泳客等に対し啓発活動を実施しました。 

 

 

 

 

 
QR コード 

https://www6.kaiho.mlit.go.jp/info/marinesafety/00_totalsafety.html  

事故概要：福岡市東区の志賀島海水浴場で、大型浮体遊具に乗って遊んでいた児童２名が、 
風浪の影響により沖合に流され、海中転落しました。一緒に海水浴に来ていた女 
性が、児童らが流されていることに気付き、泳いで児童らを確保し、その後３名は 
救助に向かった漁船により救助されました。児童１名と女性に怪我等はありませ 
んでしたが、もう１名の児童は病院へ搬送され、その後心肺蘇生したものの、意識 
不明の重体であり、９月 10日付報道より低酸素脳症による死亡が発表されました。 

事例２：風浪の影響による帰還不能（遊泳中） 
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  今夏、遊泳中の事故が発生した海水浴場は、福岡市東区の志賀島海水浴場のみであ 

り、管理状況を調査した結果、監視員が不在であったことが判明しました。 

  今回のような大型浮体遊具の事故の多くが、保護者等が「目を離したうち」に子ど 

もが流される事故であり、監視員不在の海水浴場では、今後も同様の事故が起こるお 

それがあります。 

  今後の取り組みとして、遊泳客に対し、「子供から絶対に目を離さない」「子供だけ 

で泳ぎに行かない」ことを強く呼びかけるとともに、「監視員がいる管理された海水 

浴場で遊泳すること」を海水浴シーズン前から、呼びかける必要があります。 

  また、管内海水浴場の管理者に対し、監視体制及び救助体制の確立を促す必要があ 

ると考えます。 

 

 

 

 
啓発用リーフレット（指導時に使用） 

 

 

 

- 9 -



 

 

（１）傾向  

今夏のマリンレジャーに関する苦情状況（水上オートバイ）については、７件の通報 

を受報しており、昨年と比較し５件増となっています。 

 通報場所は管内中央エリア（福岡市東区～早良区の沿岸部）で５件、西部エリア（福

岡市西区～糸島市の沿岸部）で２件であり、通報内容は海水浴場等において遊泳者等の

近くを遊走しており危険であるといったものが４件、騒音による苦情が３件となってお

り、集団走行による苦情が多くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）通報内容  

令和６年７月から８月にかけて７件の通報を受報。 

受報日 場所 通報内容 

7/5（金） 西戸崎沖 水上オートバイの集団走行による騒音苦情 

7/20（土） 福岡市営渡船 水上オートバイの集団走行により渡船の入出港に支障 

7/21（日） 西戸崎沖 水上オートバイの集団走行による騒音苦情 

7/22（月） 唐泊漁港北側沿岸 ダイビング客の付近を水上オートバイが走行し危険で

ある 

8/3（土） 勝馬海水浴場 水上オートバイが遊泳者の近くを遊走し危険である 

8/5（月） 能古島キャンプ場 水上オートバイの集団走行による騒音苦情 

8/18（日） 大原海水浴場 水上オートバイの遊泳区域内侵入情報 

 

（３）対策及び課題 

夏季の水上オートバイに対する苦情について、水上オートバイをレンタルするマリーナ

等への訪問指導や小型船舶免許更新時講習において周知啓発を実施したほか、海水浴場等

でのパトロールを実施したものの、苦情件数が増加傾向にあることから、関係機関や関係

団体と協議のうえ、今後の対応策を検討する必要があります。 

３．マリンレジャーに関する苦情状況（水上オートバイ） 
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宗像市～新宮町沿岸部 福岡市沿岸部（東区～早良区） 福岡市西区～糸島市沿岸部
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議事 ２

各自治体等における海浜事故
事例等及び海浜事故防止対策等について
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福岡海上保安部 
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海水浴場での合同海浜パトロール 福岡海上保安部

◎7月２０日（土）北斗の水くみ海浜公園における合同海浜パトロール
参加機関：福岡海上保安部、宗像市、宗像警察署、宗像地区消防本部、宗像ライフセービングクラブ
対象：遊泳客等約260名

◎7月２５日（木）福岡市との合同パトロール
参加機関：福岡海上保安部、福岡市港湾空港局 対象：管内マリーナ、海水浴場管理者等

◎８月４日（日）志賀島海水浴場における合同海浜パトロール
参加機関：福岡海上保安部、福岡市、福岡県警東警察署、福岡市消防局
対象：遊泳客等約200名 報道：福岡放送、RKB毎日放送、NHK福岡放送局
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啓発ポスタ―を使用した啓発活動 福岡海上保安部

JR博多駅 西鉄福岡（天神）駅

JA糸島産直市場伊都菜彩 道の駅むなかた

啓発ポスター
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大型ビジョン等を活用した啓発活動 福岡海上保安部

ボートレース福岡大型ビジョンを利用した啓発活動 サンデー福岡への離岸流に関する啓発記事の掲載

みずほPayPayドームセンタービジョンを利用した周知活動

協力：地元アイドルグループ「LinQ」
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その他の活動 福岡海上保安部

夏休み前における小学校での安全教室・講話

毎週末の海浜パトロール イベントでの啓発活動
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その他の活動 福岡海上保安部

夏休み前における小学校での安全講話用資料
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福岡県ライフセービング協会 
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福岡県ライフセービング協会 

 

〇 令和６年度各自治体等における海浜事故事例及び海浜事故防止等について 

① 海浜事故の発生状況・事故事例及びヒヤリハット事例、出動実績等 
7/7 古賀海岸：新宮 LSC がパトロール中であったが、場所が遠く、気がつかなかった。 
7/30 志賀島海水浴場：昨年までパトロールを実施していたが、本年はパトロール未実施。 

（速報値） 
 ・北斗の水くみ海浜公園：2 件 5 名 

・福間・宮地浜・津屋崎海水浴場：22 件 22 名 
・新宮海水浴場：0 件 
・シーサイドももち海浜公園：0 件 

 
② マリンレジャーに関する苦情等の通報事例（例：水上バイクの迷惑走行等） 

例年数件の相談や苦情等あるが、本年はなし。 
 

③ その他問題点等（各自治体、保安部への意見等でも結構です。） 
なし 

 
④ 海浜事故対策及び課題について 
  志賀島海水浴場では、海の家を営業される方々のライフセービング活動への無理解により、 
例年ライフセーバーが配置されているところ、本年は配置されることなく、結果として死傷者 
を伴う重大な海浜事故が発生いたしました。ライフセーバーが活動していれば防ぎ得た事故だ 
と考えています。福岡県内の各海水浴場でライフセーバーが活動する未来を目指したいです。 
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2024 年 福岡県ライフセービング協会 パトロール統計 

■パトロール概要 

海水浴場等 
シーサイドももち海浜公

園(福岡市早良区) 

新宮海水浴場 

(糟屋郡新宮町) 

福間・宮地浜・津屋崎海

水浴場（福津市） 

北斗の水汲み海浜公園 

(宗像市) 
福岡県 LS 協会 

LSC 
博多 S・九産大・福岡

大 LSC 
新宮 LSC 福間 SSSLSC 宗像 LSC 6LSC 

期間 7/13～9/1 7/6～8/25 7/3～8/31 7/6～8/31 7/3～9/1 

日数 51 日 18 日 59 日 32 日 延べ 160 日 

総入込数 7,310 人 3,402 人 10,000 人 3,393 人 延べ 24,105 人 

ピーク時 

入込数 
747 人 650 人 500 人 326 人 平均 2,223 人 

パトロール時間(日) 8 時間 7.5 時間 8 時間 8.5 時間 平均 8.0 時間 

延べ LS 数 747 人 127 人 121 人 102 人 延べ 1,097 人 

延べパトロール時間

(×人) 
5,976 時間 953 時間 968 時間 867 時間 延べ 8,764 時間 

※ 延べライフセーバー数＝海水浴場開設期間中に配置した人数の合計 

※ 延べパトロール時間＝1 日のパトロール総時間×延べライフセーバー数 

 

■レスキュー概要 

海水浴場 
シーサイドももち海浜公

園(福岡市早良区) 

新宮海水浴場 

(糟屋郡新宮町) 

福間・宮地浜・津屋崎海

水浴場（福津市） 

北斗の水汲み海浜公園 

(宗像市) 
福岡県 LS 協会 

レスキュー数 0 人 0 人 22 人 5 人 27 人 

 EC     0 人 

PA   22 人 5 人 27 人 

※ EC＝Emergency Care（救助した時に意識が無い(反応がない・目を開けない)） 

※ PA＝Preventive Action（救助した時に意識がある(反応がある・目を開ける)） 

 

■レスキュー詳細 

海水浴場 シーサイドももち海浜公

園(福岡市早良区) 

新宮海水浴場 

(糟屋郡新宮町) 

福間・宮地浜・津屋崎海

水浴場（福津市） 

北斗の水汲み海浜公園 

(宗像市) 
福岡県 LS 協会 

PA   22 人 5 人 27 人 

 PA(男性)   不明 4 人 4 人 

PA(女性)   不明 1 人 1 人 

PA(年齢不明)   22 人  22 人 

PA(40 歳代)    5 人 5 人 

PA 自然要因 

(風に流される) 
  22 人 5 人 27 人 

PA 個人要因 

(その他) 
  22 人 2 人 27 人 

PA 行為 

(浮具有) 
  

 
3 人 3 人 

PA 行為 

(その他 SUP) 
  22 人 2 人 24 人 

 

■FA 詳細 

海水浴場 シーサイドももち海浜公

園(福岡市早良区) 

新宮海水浴場 

(糟屋郡新宮町) 

福間・宮地浜・津屋崎海

水浴場（福津市） 

北斗の水汲み海浜公園 

(宗像市) 
福岡県 LS 協会 

FA 16 人 7 人 26 人 9 人 58 人 

 擦過傷 2 人   3 人 5 人 

骨折   1 人  1 人 

切創 7 人  1 人 2 人 10 人 

打撲   1 人  1 人 

捻挫   1 人  1 人 

熱中症  5 人   5 人 

クラゲ   18 人 2 人 20 人 

エイ  1 人 1 人  2 人 

とげ 7 人 1 人 1 人 2 人 11 人 

泥酔   2 人  2 人 

※ FA＝First Aid（応急手当） 
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■対応件数（延べ総数） 

海水浴場 シーサイドももち海浜公

園(福岡市早良区) 

新宮海岸 

(糟屋郡新宮町) 

福間・宮地浜・津屋崎海

水浴場（福津市） 

北斗の水汲み海浜公園(宗

像市) 
福岡県 LS 協会 

通報対応 0 件 1 件 0 件 0 件 1 件 

 海上保安庁     0 件 

消防(救助)     0 件 

警察  1 件   1 件 

 

■総論 

この統計は、公益財団法人日本ライフセービング協会に加盟する福岡県ライフセービング協会に所属

する福岡県内各ライフセービングクラブが夏季に海水浴場において活動したパトロールの統計です。 

 

2024 年に 6LSC が活動した 6 浜でのレスキュー人数は 27 人でした。 

2024 年は、浮具や SUP が風に流された 27 人以外では、いわゆる溺水事故でのレスキューは 0 件で

した。ライフセーバーによる声かけなどの未然事故防止活動が実った結果であると捉えています。 

 

■過去の統計 

年 活動浜 活動 LSC 数 ﾚｽｷｭｰ FA 延べ日数 延べ総入込数 延べ LS 数 延べパトロール時間 

2019 年 4 浜 5LSC 44 人 114 人 延べ 172 日 延べ 34,420 人 延べ 1,265 人 延べ 8,760 時間 

2020 年 3 浜 4LSC 23 人 29 人 延べ 171 日 不明 延べ 574 人 延べ 5,094 時間 

2021 年 5 浜 6LSC 32 人 45 人 延べ 170 日 不明 延べ 775 人 延べ 6,220 時間 

2022 年 5 浜 6LSC 42 人 69 人 延べ 191 日 延べ 21,796 人 延べ 1,091 人 延べ 7,980 時間 

2023 年 5 浜 6LSC 39 人 55 人 延べ 170 日 延べ 25,347 人 延べ 1,647 人 延べ 11,703 時間 

2024 年 6 浜 6LSC 27 人 58 人 延べ 160 日 延べ 24,105 人 延べ 1,097 人 延べ 8,764 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 福岡県ライフセービング協会 
Mail：info@lifesaving.fukuoka.jp 
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意識のある人
の救助

人 万人
401 3,372

意識のない人を含む
中等症・重症の人の救助 応急手当 救急搬送

1807

Preventive
Action

Emergency
Care

First
Aid

Ambulance
Transportation

利用者数

Beachgoers

352
人人人

人
408

全国のレスキューの実態
7月1日～8月31日

2024年7月1日～8月31日における救助件数は408件，うち意識のある人の救助（P.A.）は401件，意識のない人を含む中等症・重症の人の
救助（E.C.）は7件．
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PW 安全協会九州地方本部福岡支部 
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2024.9.20  
 

PW 安全協会福岡市支部 
支部長 松尾 英仁 

 

水上オートバイに関する事故について 

 
水上オートバイの稼働及び船舶免許需要が減少傾向である。 
マリンレジャーの動向を見るうえで一つの指標となるのがレンタルの稼働状況である。 

コロナ禍にあった 2020 年から 22 年にかけて稼働数が増加。蜜を避け、海や山へと人が流れ、その
タイミングで事故や苦情がマスコミを騒がせたが、今シーズン急速に熱が冷めたように感じる。 

同時にボート・特殊小型船舶免許取得者も減少している。一社）日本ﾏﾘﾝ事業協会によると（website
より参照）コロナ禍、船舶免許はアウトドア需要に牽引され新規 65 千人（2021 年）迄増加したもの
の 2023 年には 44 千人、対比 68％と減少傾向である。 

酷暑の影響か海水浴人口の減少も聞かれるが、苦情や通報は増加傾向にあると聞く。 
 
図 1 

                                                    
   （レンタル艇稼働数は天候の影響がある） 

図 2 
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図 3 
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〇水上オートバイ事故事例 
 ・水上オートバイを錨泊させ艇を離れたところ、潮が引き着底、航行不能となる 
 ・ロープ巻込みによる航行不能（ワンシーズンに十数件/福岡マリーナのみ） 
 ・暗礁に気づかず船底損傷（自力航行可能） 

経験不足から来るミスであり、それを補うのが販売店やマリーナの指導であるはずだが行き届
かないのが現状である。 

 
〇対策 
1.福岡地区の業者、販売店の連携強化 
 福岡地区内の事故事例や苦情を共有する手段が必要。それをユーザーにも発信し、密にコミュニケ
ーションをとっていく。 

特に苦情については、海水浴場、ライフセーバーやサーフィン、サップのショップ等から情報を収
集する必要がある。 
 
2.水上オートバイ 安全講習会の実施 
 ヤマハ発動機（株）が運営するレンタルクラブ「シースタイル」での水上オートバイの利用にあた
っては、事前講習を義務付けており、博多湾の特徴、危険及び進入禁止水域の周知、トラブルシュー
ティング等 2 時間程の講習を実施している。 
この様な講習を自己所有のユーザー向けに開催する事も視野に入れる。 
地区内の業者、マリーナの足並みをそろえる事が重要。 
 
3.位置情報監視システム「ジェイマリンセーフティ」の導入 
 「シースタイル」ではマリーナ任意でボート、水上オートバイに導入。 
ユーザー個人のスマホにアプリをダウンロードして使用するもので、運営側が常に位置を確認でき、
トラブル時の迅速な対応に繋がる。今はまだ試行段階で改善の余地を残すが一定の効果はあがって
いる。 

危険区域、進入禁止エリアを 1 メートル単位で設定でき、ラインを超えるとアラートを通知する事
も可能。将来、海水浴、サーフィン、サップ、水上オートバイ等のエリア分けが実現すればその際に
も活用できるのではないかと考える。 
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九州運輸局 
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福岡県県土整備部港湾課 
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福岡県県土整備部管内の海難事例及び活動状況（2024 年） 

 
① 海浜事故の発生状況 

 
 
日時：2024 年 7 月 7 日 13 時 45 分 

場所：古賀海岸（古賀市鹿部） 

事故者：遊泳中の男性 77 歳 

概要：飲酒後、友人とともに海で遊泳を開始。波打ち際に男性が倒れてい

るとの通報があり、意識がない状態で、病院に搬送されたが、死亡が確認

された。 

※古賀市が古賀海岸に「遊泳禁止」看板 6 箇所を設置している。（古賀市

建設課によると、7年前の水難事故により注意喚起の意味で設置している。） 

 

 
 
 
② 今夏における海浜事故防止対策の活動状況 

海岸巡視、海岸清掃やシーズン前の海岸施設の検査等の維持管理。 

 

③ 課題・問題点 

海岸は自由使用が原則であるとの考えから、遊泳禁止の看板やガードレー

ル等、強い警告を出しづらい。 

事例（溺水） 

古賀海岸 
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福岡市港湾空港局 
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福岡市港湾空港局港湾管理課
海浜事故把握案件

日付 時間 件名 場所 概要 対策

R6.5.17 21:40 行方不明 百道地区東突堤

男女4名が進入禁止の突堤に侵入し、50歳男性1名が飛び込み。
行方不明となったため同伴者がレスキューに通報し、救助・搬送
された。
最終的な安否は不明。

突堤への進入禁止看板と
バリケード設置

R6.7.16 15:30
バナナボート
からの落水

百道浜沖合200ｍ
８人乗りバナナボートに乗艇していた７名の内１名が落水して流
血。

乗艇人数に関わらずヘッ
ドギア着用を義務化

R6.8.6 13:40
プレジャーボート
浸水

百道浜地区
プレジャーボートが博多湾内で浸水航行不能となったため、海浜
公園内の砂浜から引き上げ。

―

R6.8.16 19:20 水上バイク落水
愛宕浜地区
突堤先100ｍ

水上バイクから落水した男性を同伴者３名及び巡回警備員1名で
浮き輪を使用して引き上げ。
男性は救急車に乗車することを拒否して逃走。
【原因（救急隊員からの聞き取りによる）】
　・落水した男性は飲酒した状態で操縦又は同乗
　・落水した時刻は水上バイクの航行可能時間間際か、
　　超えていた可能性が高い。

―
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【福岡市港湾管理課】 

海浜事故への対応事例について 
 
１ 事故概要 
 令和５年７月１８日 
 シーサイドももち海浜公園内の防波堤から飛び込むなどして遊んでいた高校生が溺
れ、病院に搬送されるも、死亡が確認された。 
 
２ 事故後の対応 
 令和５年度 

令和５年７月１９日から令和５年９月１日までの間、侵入防止策を設置のうえ警備
員を配置。 

 
 令和６年度 
  侵入防止策の設置及びライフセービング協会に監視範囲に当該防波堤付近を含め
るよう依頼。 

 
 

令和 5 年度の様子 
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福岡市農林水産局 
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１ 各自治体等の管理エリアにおける海浜事故の発生状況・事故事例及びヒヤリハット事例 

 

  ７月３０日に志賀島の漁港区域内にある砂浜で、こども２人が沖へ流され、救助後に病院に

救急搬送され、後日、男児１人が死亡。 

 

 

 

２ 今夏における海浜事故防止対策の活動状況（管理エリアで事故等の発生があった場合は、事

故を受けて実施した対策等） 

 

  志賀島における合同海浜パトロール 

 

 

 

３ 各自治体等の管理エリアにおける課題・問題点について 

 

  水上オートバイ利用者のマナーが悪い。 

市が海水浴場として認めていない自然海岸を市民等が海水浴場として認識し利用している。 
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糸島市 
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糸島市の海浜事故防止の取り組み（令和６年度） 

 
１．海浜事故発生状況・事故事例及びヒヤリハット事例 
 令和５年度水難救助船出動回数は７隻。令和６年度については調査中。 
 
２．今夏における海浜事故防止対策の活動状況 
①令和５年度、大口海岸での離岸流を原因とする海浜事故が発生したことをふまえ、令和 
６年度においても海水浴シーズンにあわせ、大口海岸入口に離岸流に関する常設看板を 
設置し、注意喚起を行った。看板設置後は、離岸流での事故に関する報告等はなし。 

②海水浴場組合に対し、海浜事故防止の徹底に関するお願いを書面にて行った。 
③海岸付近の統合型リゾート施設に対し、海浜事故に関する注意喚起のチラシを持参、啓 
発を行った。 

④芥屋・深江海水浴場に、各水難救済所からＡＥＤを借りる形で、下記海の家にＡＥＤを

配備。福岡県水難救済会から、芥屋・深江の各水難救済所に対し各１台追加配備。 
 (1)海の家 磯の家（芥屋） 
 (2)海の家 波  （深江） 
⑤深江海水浴場付近にて、水上バイクの通過ルート等を示した看板を常設している。 
 
３．各自治体等の管理エリアにおける課題・問題点について 
 令和６年度においては、大きな事故等は発生していないが、海浜事故等はいつ発生する

かわからないため、引き続き注意喚起等を行う必要がある。 
 
【写真】 
▼2-① 離岸流注意喚起 

 

令 和 ６ 年 ９ 月 ２ ６ 日 
福岡地区海浜事故防止推進委員会 
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▼2-④ 海の家配備ＡＥＤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼2-⑤ 深江海水浴場付近看板 
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新宮町 
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第２回福岡地区海浜事故防止推進委員会説明資料（新宮町） 

 

①管理エリアにおける海浜事故の発生状況・事故事例及びヒヤリハット事例 

 新宮海水浴場においてパトロールを実施している新宮ライフセービングクラブから

の報告では、重溺者及び軽溺者の救助が活動開始以降初めてゼロ件を達成しました。 

 ・重溺者救助 ０件０名  ・軽溺者救助 ０件０名 

 ・安全移送  ０件０名  ・First Aid  ３件７名 

 

②今夏における海浜事故防止対策の活動状況 

 新宮海水浴場においては遊泳エリアブイと注意喚起看板を設置したことに加え、ライ

フセーバーの声掛けによる事故予防活動が大きな効果をもたらしました。また、新宮ラ

イフセービングクラブでは H27 年から子ども用ライフジャケットの無償レンタルを行

っており、今年度は延べ３５７着を貸し出すことにより、子どもたちの安全な海水浴に

大きく貢献しました。 

 

③各自治体等の管理エリアにおける課題・問題点について 

 土日祝においては、ライフセービングクラブによるパトロールを実施していただいて

おり十分な効果が見いだせているが、平日におけるパトロール体制の構築を検討する必

要がある。 
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古賀市 

- 46 -



① 海浜事故の発生状況 
   7 月 7 日福岡県古賀市鹿部の海岸にて男性が死亡 
② 海浜事故防止対策の活動状況 

 市 HP に海の事故ゼロキャンペーン案内掲示 
 市内３小学校において若年層による海浜事故防止呼びかけを行っていただく。 

③ 遊泳禁止の看板を設置しているが数年おきに死亡事故が発生しており、 
外国籍の方も含めた海岸利用者に対し遊泳場所ではないことの周知方法が課題 
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福津市 

（口頭説明） 
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宗像市 
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令和 6 年度第 2 回福岡地区海浜事故防止推進委員会会議 
 

・各自治体等の管理エリアにおける海浜事故の発生状況・事故事例及びヒヤリハット事例 
⇒特になし 
 
・今夏における海浜事故防止対策の活動状況（管理エリアで事故等の発生があった場合
は、事故を受けて実施した対策等） 
⇒①福岡海上保安部主催で宗像地区の小学校へ安全教室を実施 
 ②北斗の水くみ海浜公園にて合同海浜パトロールの実施 

③釣川河口域海岸水域利用ルール会議の開催 
④宗像ライフセービングクラブによる監視業務 
 

・各自治体等の管理エリアにおける課題・問題点について 
⇒特になし 

- 50 -



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福岡県警察本部 
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福岡県警察
１ 海浜事故の発生状況

２ マリンレジャーに関する苦情等の通報事例

 なし

３ 海浜事故防止に関する取組み事例

○ 水難救助訓練

7月15日 若松署

8月7日 門司署

○ 水難事故防止キャンペーン

7月15日 臨港署

7月20日 宗像署

○ 合同海浜パトロール

7月28日 西署

○ ７月１８日、５０歳男性が中学校の遊泳大会にサポート役として参加していたところ、死亡。

○ ７月３０日、４歳男児が海で遊泳中、沖に流され、死亡。

○ ８月８日、１８歳の男性が、防波堤から海に飛び込んだところ、死亡。
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宗像地区消防本部 
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６月～１１月 水難事故発生に備え潜水訓練（宗像市深浜海岸、江口

海岸、福津市津屋崎海岸、福間海岸）実施 

 

７月 ８日 ～海上保安庁合同海難救助訓練実施 

 

７月２０日 ～合同海浜パトロール（本部警防課、福津消防署・津屋

崎玄海出張所） 
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糟屋北部消防本部 
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令和６年度 第２回福岡地区海浜事故防止推進委員会 

【粕屋北部消防本部】 

 

〇令和６年度各自治体等における海浜事故事例及びマリンレジャーに関する苦情等に

ついて 

・令和６年度は、管内（古賀市、新宮町）において、海浜事故の発生はありませんで

した。また、マリンレジャーに関する苦情等もありませんでした。 

 

〇令和６年度各自治体等における海浜事故対策及び課題について 

・水難事故対応訓練時において、海浜等の巡回及び釣り客、遊泳客に対して注意喚起

を行いました。 

 課題は、釣り客のライフジャケット未装着者が目立つものの、直接、装着を促すこ

とはありません（出来ておりません）。 

- 56 -



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福岡市消防局 

（口頭説明） 
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議事 ３

海水浴場等における
安全管理体制の事例紹介
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宗像市 

（北斗の水くみ海浜公園） 
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北斗の水くみ海浜公園において実施する各種安全対策の取り組みについて 
 
・ 北斗の水くみ海浜公園の法的な位置付け（条例に定める場所か否か、若しくは自然海岸
等）※宗像市が予算措置を行った上で各種安全対策を講じる根拠 
⇒自然海岸として位置付け。 

市の指定管理施設として、道の駅開設と同時に、宗像市において「北斗の水汲み海浜公園」
を新規整備し、市の指定管理施設として維持管理、安全管理、衛星管理を実施している。ま
た、同海浜公園の管理はあくまでも「施設」のみであり、同施設前面に広がる自然海岸の各
種管理については、副次的に実施している。 
 
・ライフセーバー配置の経緯 
⇒2008 年(平成 20 年)に道の駅むなかたが開業したのと同時に北斗の水くみ海浜公園が開
設された。海水浴場への来客が多くなることを踏まえて、平成 20 年に宗像ライフセービン
グクラブがライフセーバーとして配置された。 
 
・ライフジャケット無料貸し出しの経緯 
⇒安全に海水浴を楽しんでもらうために、ライフジャケット着用の声掛けを行っていたが、
声掛けだけでは不十分だった為、市からの委託料でライフジャケットを購入し、貸出を行う
ことになった。 
 
・ 海域利用ルール策定の経緯 
⇒地元漁協からの要望や水上バイクの乗り入れが多発し、遊泳者への危険が危ぶまれたた
めに、遊泳者と水上バイク等利用者への仕分けルールを策定した。内容としては、サーフィ
ン等利用者へ夏季は左岸側を利用し遊泳ブイ内には入らないことや水上バイク等利用者へ
は、周辺水域からの乗り入れであっても、遊泳ブイ付近での運行をしないなど。 
宗像市だけでなく、宗像ライフセービングクラブ、福岡海上保安部、九州運輸局海上安全環
境部、福岡県北九州県土整備事務所、宗像漁業協同組合と連携してルール策定を行っている。 
 
・安全対策実施に係る予算措置 
⇒釣川河口域監視及び清掃業務委託：2,000,000 円 
 遊泳ブイ設置、撤去業務委託：990,000 円 
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遊泳ブイ設置図 
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釣川周辺海岸の水域利用のルール（令和６年度） 

 

令和６年度の標記ルールについて、以下のとおり定めます。 

 

■釣川周辺海岸の水域利用について 

 ・周辺の航路や定置網などの漁場へ進入しないこと。 

 ・当該地域の監視員及び警察官の指示又は指導に従うこと。（監視員は名札、パトロ

ールシャツなどを着用） 

 ・海象条件に十分に注意し、津波や波浪警報が出た際は、速やかに内陸部へ避難する

こと。 

 ・飲酒した際は、海に入らないこと。 

 ・海産物の採捕行為を行わないこと。 

・その他、他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。 

 

■自然環境・周辺環境への配慮について 

・油やゴミなどで海・海岸を汚したりしないこと。（ゴミは必ず持ち帰ること） 

・海岸に生育する動植物を採ったり、傷つけたりしないこと。 

・２１時以降、花火などの騒音を発する行為を慎むこと。 

・当該地域の監視員及び警察官の指示又は指導に従うこと。（監視員は名札、パトロ

ールシャツなどを着用） 

・周辺道路等での不法駐車をしないこと。 

 

■遊泳者への注意事項 

・右岸の遊泳ロープ内で遊泳すること。 

・離岸堤付近では遊泳等しないこと。 

 

■サーフィン・スタンドアップパドルボート利用者への注意事項 

・夏季（７月～８月末）は、左岸側を利用し遊泳ブイ内には入らないこと。 

 ・遊泳者に十分注意の上、他の利用者の迷惑となる行為をしないこと。 

 

■水上オートバイ等レジャー用動力船の利用について 

 ・北斗の水くみ海浜公園から砂浜への車両等の乗り入れは原則禁止。 

 ・周辺水域からの乗り入れであっても、遊泳ブイ付近での運航はしないこと。 

 ※違反した場合は、警察、海上保安庁、九州運輸局に通報します。 

 ※災害時や救助等の際は、車両等の乗り入れを認める。 
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新宮町 

（新宮海水浴場） 
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 第 2 回福岡地区海浜事故防止推進委員会会議 追加資料（新宮町） 

 

（１）新宮海水浴場の法的な位置付け 

新宮海水浴場は、自然公園法第 2 条第 3 項に定義されている玄海国定公園に位置してい

る。新宮海水浴場では新宮海岸の土地の一部について、監視台及びライフセーバー待機場所

であるプレハブ設置のために、自然公園法第２０条第 3 項の規定により工作物新築の許可

を受けている。 

 

（２）ライフセーバー配置の経緯 

・平成１０年  福岡ライフセービングクラブとして活動 

・平成２２年  新宮ライフセービングクラブとして活動 

・令和元年    ＮＰＯ法人になる 

・令和 2 年    監視委託業務を締結し活動 

 

（３）ライフジャケット無料貸し出しの経緯 

特にきっかけはないが、安全遊泳のための独自の取組として平成２７年からライフジャ

ケットの無料貸与を実施している。これまで９年間（令和２年は新型コロナのため、海水浴

場未設置。）で延べ２１９４着を貸与している。 

 

（４）海域利用ルール策定の経緯 

コロナ禍中の海水浴場未開設時に海浜事故が発生したため、遊泳者の安全確保を目的に

令和５年度から遊泳区域を指定し、区域外での利用を防止するブイを設置している。さらに、

期間中は周知のための看板も海岸に設置している。 

 

（５）上記（１）から（４）の安全対策実施に係る予算措置など 

①新宮浜海岸清掃委託料：ビーチクリーナーによる砂浜の清掃業務（海開き前） 

契約額：６１６，０００円（税込） 

②海水浴場ごみ等清掃委託料：開設期間中の清掃業務 

契約額：３２４，０００円（税込） 

③じん芥収集委託料：回収ごみの処理料 

支払額：５６，１００円（税込）（７月８月の 2 ヶ月分実績） 

④海水浴場監視業務委託料：ライフセーバーによる監視業務委託料（１８日間） 

（７月５日～８月２５日の土日祝） 契約額：４９８，０００円（税込） 

⑤海水浴場開設委託料：遊泳区域指定のためのブイの設置及び管理 

契約額：４９０，０００円（税込） 

⑥海水浴場駐車場等整備工事費：駐車場整備、ライフセーバー待機場所設置（プレハブ）、 

監視台設置 契約額：１，３８６，０００円（税込） 
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福岡市港湾空港局 

（シーサイドももち海浜公園） 
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１．シーサイドももち海浜公園の法的な位置付けについて

シーサイドももち海浜公園 安全対策の取り組みについて

２．夏季遊泳対策について

令和６年９月26日(木)
【資料：福岡市港湾空港局港湾管理課】

４．本年度実施した対策

・子ども用ライフジャケットの貸し出しを実施

・ライフジャケットの貸し出しを行っていることの園内放送及び掲示物の設置

・遊泳エリア内に、子どもが安全に遊べるように浅く、狭めの遊泳エリアを設置

・台風10号による漂着物撤去

【経緯】

遊泳者が海水浴を安全、安心に利用出来るよう、令和元年度からライフセーバーを配置

利用者の安全を確保できるエリアを遊泳可能区域としたもの

【主な遊泳対策】

福岡市海浜公園指定管理業務仕様書に基づき実施

１．利便施設等の設置

利用者の安全を確保するため、休憩所、足洗い場及び警備・監視連絡所を設置

２．防護ブイの設置

水遊び客の事故防止対策として、管理区域を明示したブイを設置

設置場所：百道浜地区東側

設置期間：６月下旬から９月中旬まで

３．警備・監視員（ライフセーバー）の特別配置

福岡大学ライフセービングクラブを中心に警備・監視員を配置

配置場所：百道浜地区東側

配置期間：７月第２土曜日から９月１日まで

配置時間：９時３０分から１８時３０分まで

配置人員：平日３名程度、土日祝日５名程度

シーサイドももち海浜公園は、平成元年制定された「福岡市海浜公園条例」において、博多港における

良好な環境の整備を図るとともに、市民に海洋レクリエーション及びその他の憩いの場を提供すること

により、市民の余暇の活用及び健康増進に寄与することを目的として整備された施設である。

一部エリアでの遊泳を認めているが、条例等で海水浴場と定められている施設ではない。

【遊泳規制の根拠】

福岡市海浜公園条例第４条 (利用の制限)

市長は、海浜公園の損壊その他の理由によりその利用が危険であると認める場合又は海浜公園に

関する工事のためやむを得ないと認める場合は、海浜公園を保全し、又はその利用者の危険を防止

するため、区域、期間等を定めて、海浜公園の利用を禁止し、又は制限することができる。

【遊泳可能区域】

・百道浜地区東側

【遊泳禁止区域】

・百道浜地区西側（船舶や水上バイクの利用があるため）

・地行浜（ライフセーバーの人手が足りないため）

３．その他の対策について

立ち入り禁止区域の指定

利用者の安全を確保するため、百道浜地区東側突堤に防護柵を設置

※令和５年度は、防護柵に加え警備員１名を配置

防護柵設置

子ども用ライフジャケットの貸し出し 台風10号による漂着物撤去
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